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1 はじめに
World Wide Web上の情報を組織化して百科事典のよ
うに利用するために，筆者らは検索サイト「Cyclone」
を構築した [4, 8]1 ．ユーザは，キーワード入力，質問
文入力，可視化インタフェースなどによって，約 70万
語を収録したコンテンツから，言葉や事柄に関する説明
テキストを効率良く検索することができる．
現在，Cycloneのコンテンツを状況に応じた形式に
変換するための諸研究を行っている．
まず，一つの見出し語に関する複数の説明を統合し，
簡略化するための要約手法を提案した [3]．
本稿は，Cycloneコンテンツのメディア変換に焦点

を当てる．見出し語によっては，テキストは必ずしも最
適な説明の手段ではない．例えば，動植物や装置は，写
真やビデオを見た方が分かりやすい場合がある．
「エンカルタ2」のようなマルチメディア百科事典は，
一つの見出し語について，テキスト，音声，画像，映像
による多面的な説明コンテンツを提供する．しかし，人
手によるコンテンツ構築は高価である．
本研究は，Web上の画像情報を再構成して，Cyclone

コンテンツのマルチメディア化を目的とする．具体的に
は，同じ見出し語の同じ意味に関するテキストと画像を
自動的に対応付ける．そこで，「ハブ（装置/蛇）」のよう
な多義語を対象とした「画像の多義性解消手法」を提案
し，実験によって有効性を評価する．

2 Cycloneの概要
図 1に基づいて Cycloneについて説明する．事典コ

ンテンツを構築するオフライン処理と，ユーザがコンテ
ンツを検索するオンライン処理に分けて説明する．
オフライン処理では，「新語検出」によって見出し語

の候補をWebから収集する．「検索」は見出し語を含む
ページを検索する．「抽出」は，HTMLタグを用いて，見
出し語に関する段落をページから抽出する．
「組織化」は，a) 分野への関連度，b) 説明らしい言
語表現を含むかどうか，c) 説明らしいレイアウトかどう
か，d) ページの信頼度という 4つの尺度を統合して段
落のスコアを計算する．そして，スコアに基づいて段落
を分野に分類し，順位付けを行う．

1http://cyclone.slis.tsukuba.ac.jp/
2http://encarta.msn.com/
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図 1: 検索サイト Cycloneの概要

その結果，「ハブ（装置/蛇）」のように分野によって意
味が異なる多義語の説明を区別することができる．
分野の分類では，語の頻度情報に基づいて 22の分野に
関するモデルを作成し，段落に含まれる語を用いて，そ
の段落に関連度が高い分野を選択する．クロスランゲー
ジ社3の機械翻訳用辞書を用いて 20専門分野のモデルを
作成した．さらに，毎日新聞記事 CD-ROMのスポーツ
面と芸能面から抽出した語を用いて「スポーツ」と「芸
能」のモデルを作成した．
「関連語抽出」は，見出し語を特徴付ける関連語を取
得する．関連語は，オンライン処理時に説明テキストを
絞り込むために利用する．
「要約」は，一つの見出し語について，分野ごとに複
数の説明段落を統合する．
オンライン処理では，ユーザが入力したキーワードが
見出し語になかった場合に，文字列が部分一致する見出
し語や同義語を提示することで，ユーザを必要な情報に
誘導する．また，自然言語文による全文検索，質問応答，
関連語グラフの可視化による検索機能がある．
本研究は，Webから収集した画像と事典コンテンツ
中の説明テキストを対応付けることで，マルチメディア
事典コンテンツを構築する．

3http://www.crosslanguage.co.jp/



3 画像の多義性解消

3.1 概要

本研究では，画像の内容解析を行わずに，テキスト解
析によって画像の多義性を解消する．画像検索の研究に
おいても，画像に付与されたキャプションだけを用いる
テキスト駆動型の検索手法 [7]が提案されている．

Web上の画像ファイルは，通常，HTMLファイルか
ら，<IMG> や <A> などのタグによってリンクされてい
る．そこで，リンク元の HTMLファイルに含まれるテ
キストを「擬似キャプション」として利用する．
既存の検索エンジン（Googleや Yahoo!など）も擬似

キャプションによるテキスト駆動型の画像検索を行う．
しかし，「ハブ」のような多義語を入力すると，装置や蛇
の画像を区別することができず，混在して検索されてし
まう．入力された「ハブ」と擬似キャプション中の「ハ
ブ」が，どの語義で使われているかを自動的に特定する
ことができないためである．
この問題を解決するためには，単語の多義性解消が有
効である．多義性解消には，辞書の定義文を利用する手
法 [5]がある．ある語義に関する定義文は，その語義を
特徴付ける手掛かり語を含んでいる．
例えば，「ハブ（装置）」の定義文に「LAN」や「ケーブ

ル」などの手掛かり語が含まれていたとする．擬似キャ
プションに，「ハブ」，「LAN」，「ケーブル」が現れれば，当
キャプション中の「ハブ」は装置の語義で使われている
可能性が高い．さらに，リンク先の画像は，装置に関す
る画像である可能性が高い．すなわち，テキスト情報を
用いて，画像の多義性を間接的に解消することができる．

Cycloneの説明テキストは語義（分野）によって分
類されている．説明テキストを辞書の定義文として利用
すれば，上記手法によって画像の多義性解消が可能であ
る．具体的には，ある説明テキストに含まれる手掛かり
語を含むような HTMLファイルを検索し，そこからリ
ンクされている画像を説明テキストと対応付ける．
既存の辞書では収録語数が限られるのに対して，Cy-

cloneは新語や専門用語を多数収録しているため，網
羅性の点において有利である．

3.2 手法

本研究で提案する手法は，以下の手順で画像の多義性
を解消し，Cycloneの説明テキストと対応付ける．

1. 対象の見出し語を含むHTMLファイルとリンク先
の画像ファイルを検索する．

2. その見出し語について，ある語義（分野）に対応す
る説明テキストを入力し，類似する候補を上記の
HTMLファイル群から検索する．

3. 検索された候補からリンクされている画像を取得し
て，説明テキストと対応付ける．

対象の見出し語に関する画像情報をテキストによって
検索するためには，GIF 形式や JPEG形式の画像ファ
イルとリンク元HTMLファイルの対をWebから網羅的
に収集し，事前に索引付けを行う必要がある．
しかし，この作業は高価である．そこで，限定された
見出し語に対して，Yahoo! Japan4を利用して関連する
画像ファイルとリンク元 HTMLファイルを収集し，実
験を行っている．
次に，収集された HTMLファイル群からテキスト情
報（擬似キャプション）を抽出し，索引付けを行う．そ
の結果，テキスト検索によって，特定の HTMLファイ
ルとリンク先の画像を取得することが可能になる．
入力となる検索質問は，キーワードではなく，テキス

トである．そこで，完全一致（exact match）手法ではな
く，最良一致（best match）手法に基づく類似文書検索
を行う．ベクトル空間モデルや確率型モデルなどの最良
一致手法は全て利用可能である．現在は実験的に確率型
モデル [6]を利用して，説明テキストに関連するHTML
ファイルを検索し，スコアに基づいて順位付けを行う．
索引付けでは，「茶筌5」を用いて擬似キャプションを
形態素解析し，名詞や動詞などの内容語を抽出して索引
語とする．検索質問となる説明テキストからも同様の手
法で索引語を抽出し，検索に利用する．
しかし，擬似キャプション中の全テキストがリンク先
の画像に関連しているとは限らない．例えば，複数の話
題に関するページでは，ページ内の位置によっては，リ
ンク先画像と無関係なテキストもある．
一般に，アンカー（<IMG> や <A> などによる画像へ

のリンク）周辺のテキストはリンク先の画像への関連が
高く，アンカーからの距離が遠くなるほど関連は低くな
る．そこで，索引付けの段階で，アンカーからの距離に
基づいて索引語の重みを計算する．
原理的には，アンカーからの距離が遠くなるほど小さ

い値を与えるような減少関数を用いて索引語の重みを計
算すればよい．実際は，アンカーから N 文字以内の範
囲にある索引語の重みを一律M 倍する（M > 1）．M

と N はパラメタである．
テキスト駆動型の画像検索 [7]は人間が注意深く記述

したキャプションを利用する．それに対して，本手法は
HTMLファイル中の不要なテキストに対して頑健である．
図 2は，見出し語「ハブ」に対する多義性解消と対応
付けの結果である．ここでは，装置と蛇に関する画像が
区別され，適切な説明テキストに対応付けられている．
本手法において，入力テキストと検索対象テキストを
交換することができる．すなわち，「ハブ」を含む擬似
キャプションを検索質問として，類似する説明テキスト
を検索し，対応付けを行うことも可能である．しかし，
本研究の目的は，説明テキストに対応する画像を最低 1
件見つけることであり，「ハブ」を含む擬似キャプション
全てを説明テキストに対応付けることではない．目的に
応じて，入力と検索対象を決定することが重要である．

4http://www.yahoo.co.jp/
5http://chasen.aist-nara.ac.jp/



図 2: 「ハブ」に対する説明テキストと画像の対応付け結果

3.3 応用

本研究の主たる目的は，説明テキストと画像を対応付
けて，ユーザに多面的な説明を提供することである．し
かし，説明テキストと画像を対応付けることで，いくつ
かの応用が考えられ，副次的な効果を得ることができる．
まず，画像を「絞り込み情報」として利用することが
可能である．Cycloneでは関連語を絞り込み情報とし
て提供している．すなわち，対象の見出し語に関する説
明テキストのうち，ユーザが選択した関連語を含むテキ
ストだけを提示する．
画像による絞り込みも目的は同じである．ただし，技
術的な差異がある．ユーザは，説明に対応付けられた複
数の画像から，情報要求に関連する画像を選択する．す
ると，その画像に対応する擬似キャプションが検索質問
となり，Cycloneの説明テキストが検索され，関連す
る説明テキストが提示される．
その結果，説明テキストと画像の対応付けに誤りが

あっても，ユーザの指定によって適切な説明テキストに
絞り込むことができる．ユーザが画像を見て，欲しい情
報か否かを容易に判断できる場合に有効な手段である．
もう一つの応用は，「マルチメディア質問応答」であ
る．Cycloneは，自然言語による質問文が入力される
と，回答になる見出し語や関連する見出し語を検索する．

そこで，検索された見出し語に対応付けられた画像を提
示すれば，テキストによる質問に対して画像で回答する
ことが可能である．

4 評価実験

提案手法の有効性を評価するために，テストコレク
ションを作成して実験を行った．テスト用の入力として，
Cycloneに見出し語として収録されている多義語で，
かつ複数の語義に対して画像で提示することに意味があ
る言葉を選択した．以下に示す見出し語 22件をテスト
入力として使用した．

アパッチ，アポロ，カプチーノ，サーバー，サイクロ
ン，サラトガ，サルサ，シーザー，タイタン，ドラ
イバー，ハブ，バール，パイソン，ファントム，ヘ
ラクレス，ポセイドン，マウス，マウスピース，マ
グナム，ミール，ミキサー，モンブラン

各見出し語に対して，Yahoo! Japanを用いて上位 100
件の画像とリンク元の HTMLファイルを収集した．各
画像に対して，リンク元 HTMLファイルの内容を適宜
参照しながら，人手で語義を付与した．見出し語と関係
のない画像には「ノイズ」という語義を付与した．



各見出し語を用いて Cycloneを検索し，各分野から
上位 1件の説明テキストを抽出し，検索質問として利用
した．ただし，画像に付与された語義と無関係な説明テ
キストは削除した．その結果，「マウス」と「ポセイド
ン」に対して，「ノイズ」以外の語義はそれぞれ 1つと
なった．
検索質問数は 198となった．見出し語あたりの平均語
義数は，「ノイズ」も語義に含めると 3.6だった．
本実験の評価尺度は，検索質問 198件のうち，どれだ

けの質問に対して適切な画像を対応付けることができた
かを示す「精度」である．以下の 3手法を実装し，精度
を比較した．

• Yahoo! Japanで検索された順番に画像を整列する．
画像の多義性を解消することができないため，同じ
見出し語に対応する複数の語義には，同じ画像リス
トが出力される（ベースライン）．

• 本手法を利用して，画像の多義性を解消する．ただ
し，アンカーからの位置に基づく索引語の重み付け
は適用しない（本手法 1）．

• 本手法で，かつアンカーからの位置に基づく索引語
の重み付けを適用する（本手法 2）．予備実験を通
して，M = 7，N = 400とした．

ただし，検索質問ごとに複数の画像が順位付きでリス
ト化されるため，実際は，出力と見なす画像の件数（順
位）と精度のグラフを描いた．
図 3は，各手法の順位-精度グラフである．図 3より，

「本手法 1」と「本手法 2」は，順位によらず，ベースラ
イン手法の精度を向上させた．画像の多義性解消手法は，
画像と説明テキストの対応付けに効果的であった．
「本手法 2」は「本手法 1」の精度を向上させた．ア
ンカーからの位置による重み付けも，画像と説明テキス
トの対応付けに効果的であった．上位 10件の画像を出
力した場合，「本手法 2」は 93.6%の検索質問（説明テキ
スト）に対して適切な画像を対応付けることができた．
本研究の提案手法は，「マウス」や「ポセイドン」のよ
うに多義性がない見出し語についても，不要な画像を削
除するフィルタリングとして機能することが分かった．

5 おわりに
本研究は，事典検索サイト Cycloneのコンテンツを
マルチメディア化することを目的とし，テキスト解析に
基づく画像の多義性解消手法を提案した．
画像の内容解析とテキストを併用した画像検索 [1]や，
画像の内容解析を行い，その画像に対するキャプション
に含まれる単語の多義性を解消する手法 [2]が提案され
ている．これらの手法を応用して，画像の多義性解消精
度を向上させることが今後の研究課題である．
擬似キャプションを利用した検索手法は，Web上の音
声ファイルやビデオファイルの検索にも応用が可能であ
る．今後は，実験によって有効性を評価する必要がある．
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図 3: 順位-精度グラフ
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